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大村市政だより7月上旬号

口昭和33年4月22日第三種郵便物認可口毎月3回1日・10日・20日発行口定価1部5円
口発行所大村市役所 口編集人 総務課長菊池綱昌口印刷所隆文社印刷所

(540号〉 一昭和43年7月1日

EEm霊童Eヨ
(5月末日現在〉 前月比

人口 56，142 76 
(男川32 30 
女 29，110 46 
世帯数 13，601. 22 
出生 102 転入 399 
死亡 41 転出 384 

短火リレー走る

O 

乙
こ
を
と
じ
て
く
だ
き
い

O 

長崎国体まであと500日を記念して、 国体

完遂県民総参加大会が6月9日長崎市陸上競 ，l 、

技場で行なわれました。

この大会会場にと もされる県民の火(矩火〉

が県内の6カ所で採火され、海の火、山の火

平和の火として県内全市町村をリレーされ中

央大会矩火台にともされました。

大村市には6月8日東彼杵町よりひきつが

れ市内青少年によ って大村市内を走り、9日

〔写真)= (上〉大村市役所前を出発する

、県民の火、

(下)大村市役所前に青年会議所から寄贈さ

れた、国休日めくり板、

長崎に向けて出発しました。

投票時間は、午前7時から午後

7月7日は投票日です 6時までとなっていま、す。投票所
へのお出かけは、ふだん着や仕事

E こんどの選挙は、全国露と地方 着のままで結構ですから、棄権す

! 区の議員を選びますので、 1人で2 ることなく、よく考えて投票しま
i つの投票をすることになります。 しょう。

J; 



体
力
づ
く
り
も
大
切

(2} 

一
い
よ
い
よ
本
格
的
な
つ
ゆ

一
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
季
節

一
が
一
年
中
で
食
中
毒
や
赤
痢

一
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す

一

大
村
市
内
で
も
す
で
に
赤

一
痢
が
発
生
し
て
お
り
、
小
学

一
校
の
低
学
年
や
幼
児
が
大
部

赤
痢
・
食
中
毒
の
予
防

り

い
つ
も
清
潔
に
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にわとりの病気

ニューカッスル病

に注意しよう

6月19日、市内荒瀬郷

にニューカッスノレ病が発

生しました。ニューカッ

スノレ病は、にわと りの伝

染病で非常におそろしい

ものです。荒瀬では、今

までに約2，000羽が処分

されています。にわと り

を飼っている市民のみな

さん十分気をつけて くだ

さい。自分のにわとりに

食欲がないなど異状があ

ったら、ニューカッスノレ

病対策本部(電話3767)

へ連絡 してください。

予防方法は、予防注射

と、鶏舎をきれいにする

こと などがあり ます。対

策本部に相談し ましょう

所得税納期は7月31日

予定納税額の

減額申請は7月15日

43年度分所得税の納期

は7月31日です。納税に

は口座振替納税制度(銀

大
切
で
す
。
新
し
い
材
料
を
し
、
汚
れ
が
流
れ
込
ま
な
い

一

清
潔
な
屈
で
買
い
、
生
も

の

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
下
水
一

は
な
る
べ
y
¥
早
く
食

e~、
食

溝

、
便
所
な
ど
は
と
く
に
消

一

ベ
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
毒
を
励
行
し
、
ハ

エ
の
発
生

一

と
で
す
。
と
同
時
に
調
理
す
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

一

る
器
具
や
料
理
を
盛
る
う
つ
も
し
、
家
族
や
隣
人
に
熱

一

分
で
す
。
子
供
の

い
る
家
庭

わ
も
清
潔
で
な
け
れ
ば
な
り
が
出
て
下
痢
を
す
る
人
が
い

一

は
も
ち
ろ
ん
、

一
般
家
庭
で
ま
せ
ん
。
ま
な
板
、
包
丁
な
た
ら
、
医
師
の
診
断
を
う
け

一

も
手
洗
い
を
習
慣
と
し
て
必

E
も
つ
ね
に
熱
湯
で
消
毒
し

る

よ

う
に
す
す
め
ま
し
ょ

う

一

ず
励
行
し
ま
し
ょ

う。

て
お
く
こ
と
が
肝
心

で
す
。

早

寝

、
早
起
、

適
度
の
運

一

赤
痢
の
予
防
に
は
ま
ず
、

こ

の
外
、
一井
戸
の
水
な
ど
動
を
し
、
規
則
正
し
く
生
活

一

赤
痢
や
食
中
毒
に
つ

い
て
の

は

完

全

に
消
毒
し
て
使

い
つ
し
て
強
い
体
を
つ
く
る
こ
と
一

正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が

る
べ
や
ば
け
つ

は
き
れ
い
に
も
大
切
で
す
。

.

海の色も濃くなって釣

などを楽 しむνーズンと
なりました。漁業で生活

をしている湾内漁業者の

活動も活発になり漁業者

は一面に網その他の漁具

を敷設して漁業を営んで

おりますがこれらの漁具

が荒されたり、操業中を

じゃま されたりして迷惑

をうけています。このよ

うなことがないよう釣を

楽しむ人の協力をお願い

いたします。

行、信用金庫、農協)を

利用 しましょう。

所得税予定納税額の減

額申請は 7月15日までで

す。6月30日の現況によ

り、今年1年間の総所得

に対する所得税の見積税

額が予定納税基準額より

少ないと見込まれる場合

には、 7月15日までに減

額申請をすることができ

ます。申請書用紙は諌早

税務署に用意しています

昭和43年7月1日

釣を楽しむ人ヘ

っ
ゅ
の
後
期
に
な
る
と
、
時
に
大
雨
が
降
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
川
ぞ
い
に
あ
る
家
は
、
こ
れ
ま
で
水
害
に
あ

っ
た
こ

と
が
な
か

っ
た
か
ら
と
い

っ
て
安
心
で
き
ま
せ
ん
。
と
く
に

山
間
部
の
大
雨
は
、
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
い
つ

も
こ
ん
な
小
さ
な
川
が
と
思
う
と
こ
ろ
が
突
然
大
き
な
滝
と

な
り
、
家
々
を
押
し
流
し
、

尊
い
人
命
を

う
ば
い
さ
る
の
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
策
を
家
族
や
隣

の
人
た
ち
と
話
し
あ
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う

も
し
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き

の
た
め
に
、
貴
重
品
を
取
り
ま
と
め
医
薬

品
、
最
小
限
度
の
寝
具
、
二

三
日
の
食
糧

口問、

懐
中
電
灯
、

ロ
ー
プ
な
ど
も
用
意
し

ま
し
ょ
う
。
病
人、

産
婦
、
幼
児
、
老
人

は
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
は
つ
ぎ
の

と
お

り
で
す
。
よ
く
お
ぼ
え
て
一
、
道
順
な
ど
も

研
究
し
て
お
き
ま
し
ょ

う。

大水だ/それ/

あなたはどうしますかこんなとき、

地区別 | 避難 場所 |収容人員

久 原 園芸高校 ・大村高校 250 200 
片 町 市役所・大村 小 500 500 
本町・71<主町 市民会舘 ・三城小 1000 500 
新 域 正 法 寺 100 
杭出津・水田 本経寺 ・正 法寺 200 100 
古 町 西大村中 ・中 央 小 500 500 
諏 訪 西大村小・諏訪公民舘 500 100 
池 田 池田公民舘・西大村小 100 ~OO 
海人会住宅 竹 松 100 
竹松住宅 ろ つ A子4ー 校 300 
宮小路 竹 松 500 
福 重 福 重小・郡 中 500 500 
松 原 松 原 500 
萱 持耳 萱 瀬中 ・菅瀬小 500 
鈴 田 鈴 田 250 
一一 浦 一 浦 250 
東 ?南 玖 島 中 500 

'¥ ) 
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お
し
ら
せ

水
上
ス
キ

l
の
講
習
会

大
村
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

定
場
で
水
上
ス
キ

l
の
講
習

会
を
行
な
い

ま
す
。

マ
日
時
七
月
二
十
日
と
二

十
一
日
の
午
前
九
時
三
十

分
か
ら

マ
参
加
資
格
一

般
市
民
で

男
女
を
聞
い
ま
せ
ん
。

マ
参
加
料

無
料

マ
申

込

七

月

十

五

日
ま
で

に
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
会
(
大
村
市
玖
島
郷
日

番
地
、電
話
二
七
一
七
番
)

(3) 

みんなうけよう

無料結核健康診断

コ
i
ナ

!
， 

従
業
員
対
象

・
七
月
四
日

経
営
者
対
象

・
七
月
五
日

午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

マ
時
間

マ
場
所

大
村
商
工
会
議
所

、

大
村
部
隊
の
演
芸
会

マ
日
時

七
月
九
日

午
後

一
時
か
ら

市
民
会
舘

へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、

当
日
は
弁
当
と
海

水
着
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

飲
食
庖
な
ど
を
対
象
に

サ
ー
ビ
ス
講
座
を
開
講

国
体
に
そ
な
え
て
、
接
客

業
者
め
持
ノ
ー
ビ
ス
向
上
を
は

か
る
た
め
、
つ

ぎ
の
と
お
り

サ
ー
ビ
ス
講
座
を
開
き
ま
す

関
係
者
は
多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

マ
期
日

マ
講
師
九
州
能
率
セ
ン
タ

ー

経
営
コ
ン

サ
ル
タ
シ
ト

塚
本
正
蔵
氏

マ
対
象

飲
食
居
、
料
亭
、

料
理
居
、
旅
館
業
な
ど
の

従
業
員
お
よ
び
経
営
者

な
お
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
得
業
員
二
百
五
十
円
、
経

営
者
三
百
円
が
必
要
で
す
。

マ
場
所

マ
内
容
西
部
方
面
音
楽
隊
演
奏
、

に
わ
か
、
す
劇
な
ど

マ
入
場
料

無
料

中
央
公
民
館
に
寄
附

大
村
市
中
岳
郷
の
長
田
広

治
さ
ん
は
大
村
市
公
民
館
連

絡
協
議
会
会
長
退
任
記
念
と

し
て
中
央
公
民
館
に
応
接
用

ソ
フ
ァ

ー
四
点
セ
ッ
ト
を
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

明るくするも暗くするも

あなたの一票で(参議院選挙〉

F 

戸三

語塾

レシトグシ車が巡回して結核健康診断

を行ないます。該当者は、もれなく受診

しましょう。

じ>受けなければならない人

市内に居住する小学1年生以上のもの

で、つぎのものを除く全員。

(1)小・中・高校など修学年限 1年以上の

学校の児童、生徒。

(2)事業所で検診を受けるもの。

ω結核で現在治療中のもの。
じ〉料金いりません。

なお、検診は健康であるなしにか Lわ

らず、受けなければなりません。検診は

いずれの会場でも受診できます。検診は

ボタシやホックのない下着であれば、そ

のま i受診できます。検診はいくらも時

間がか Lりませんo'さそいあって受診し

てください。

どうしても、受診できない方は、衛生

課まで連絡してください。

期日 | 場 所 |時 間

後 木場公民 舘 9.30"-'10.30 
7月10日 J大多武婦人ホーム 11.00"-'12.0。

横 山頭公民 舘 13.30----..15.0。
上 久原公民舘 9.30"-'10.30 

7月11日 下 久原 公民舘 11.00----..12.0。
前 舟 津公民舘 13.30-15.0。
岩須 舟 ノイス停前別 9.30----..10.30 

7月12日
田ノ木沢商居 11. OO----..J 2. 0。
片 町長尾商居前 13.00"-'14.0。
稲荷 町消 防庫 14.30----..15.30 
赤佐 古公民 舘 9.30----"10.30 

7月15日
桜ガ丘旅 舘 街 1 11. 00"-' 12.0。
柴田 公 民 舘 13.00"-'14.00 
水計岩 崎宅前 14.30"-'15.30 
黒丸北岡商居削 9.30----..10.30 

7月16日
宮 小路公民 舘 11.00----..12.0。
竹松津田商庖前 13.00----..14.0。
橋口病 院横 14.30"-'15.30 

鬼 橋農公協民三 舘 9.30"-'10.30 

7月17日
竹松 支所 11.00"-'12.0。
竹松本町公民舘 13.00----..14.30 
竹松 住 宅前 15.00-16.0。

7月18日 原 口公民 舘 11.00.....12.00
小 路 口住 宅 13.30-15.00

7月20日雄カ原公民舘 [10.00"-'11.00 

※他の地区の日程は次号でおしらせします。

b日程
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道
路
は
広
く
美
し
く

市
民
み
ん
な
が
協
力
し
よ
う

d

丸
山
ゾ
国
体
系
一一
一
近
一
才
一三

一得

。

芝山…んの一ベ…
民
一
一川
崎

山一
風

…一
体

喜

一

長
崎
国
体
の
テ

I
マ
と

ス
ロ

ー
ガ
ン
が
き
め
ら
れ
て

ス
ロ
ー
ガ
ン

い
ま
す
。

長
崎
国
体
は
、
「
明
朗
・積

長
崎
国
体
で
は

「
明
朗

・

極
・創
造
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

積
極

・
創
造
」
の
ス
ロ

l
ガ

し
て
い
一ま
す
。
最
近
の
国
体

γ
に
も
と
ず
い
て
基
本
方
針

、
に
は
す
べ
て
こ

う
い
っ
た
ス
が
き
め
ら
れ
、
長
崎
国
体
六

市
ロ

l
ガ
ン

の

一つ

を
取
っ
て
つ

の
目
標
も
き
め
ら
れ
て

い

w

主
題
を
定
め
、

大
分
国
体
は

ま
す
。

川
剛
健
国
体
、
埼
玉
国
体
は
清

目
標

W

新
国
体
と
い
う
よ
う
に
、
そ
①
国
体
と
い

う
大
事
業
の
完

市
の
年
々

の
国
体
を
表
象
し
て

遂
を
と
お
し
て
、

県
民
総

w

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

親
和
の
気
風
を
は
ぐ
く
み

川

こ

れ
は
、
昭
和
一泊
年
の
第
建
設
的
創
造
的
な
気
力
に

w
n田
富
山
国
体
で
、
「
国

体

富

む

県

民

性
を
築
き
あ
げ

机
は
み
ん
な
の
力
で
」
を
テ

I

る
。

山
マ
と
し
た
の
に
始
ま
り
、

秋

②
百
八
十
万
県
民
の
す
べ
て

川
田
国
体
(
四
回
・昭
和
初
年
)
が
善
意
と
愛
情
を
も
っ
て

w
以
来
、
毎
回
、
テ
l
マ
な

り

国

体

に
参
加
し
、

総
力
を

り

道
路
は
、
市
民
み
な
さ
ん

が
通
行
の
た
め
に
利
用
す
る

も
の
で
、
一
日
と
し
て
道
路

を
利
用
せ
ず
に
生
活
は
で
き

な
い
も
の

で
す
。

大村市政だよ昭和43年7月1日

1， 

こ
の
大
切
な
道
路
を
広
く

美
し
く
、
み
ん
な
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
例
え
ば
、
市

道
を
占
用
し
て
使
か
う
場
合

は
、
市
長
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な

っ
て

い
ま
す
。

④ 

し
か
し
、
許
可
を
う
け
な

い
で
道
路
に
家
屋
な
ど
を
た

で
た
り
、
看
板
広
告
な
ど
を

出
し
て
い
る
も
の
、
あ
る
い

は
道
路
を
無
断
で
堀
さ
く
し

て
い
る
も
の
、
道
路
わ
き
に

あ
げ
て
大
会
参
加
者
を
暖

か
く
迎
え
る
体
制
を
つ
く

ス
》
。

③
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を

と
お
し
て
県
民
の
体
位
の

向
上
と
精
神
の
鍛
練
を
は

か
る
と
と
も
に
、
生
活
を

明
朗
化
し
、
社
会
環
境
の

健
全
化
を
促
進
す
る
。

④
体
育
施
設

1
f

の
充
実
と
一

体
育
国
体
色

の
強
化
に

恥

よ
り
、
ス

一吋

ポ
i
ツ
人

造

口
の
増
大

童

を
は
か
り

極

有
能
な
選
精

子
を
育
成

醐

ゴ
ミ
や
汚
物
な
ど
を
す
て
著

し
く
道
路
交
通
を
じ
ゃ

ま
し

て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
よ

う
で
す
。

と
く
に
工
事
用
の

材
料
を
許
可
を
う
け
ず
交
通

の
は
げ
し
い
道
路
上
に
積
み

上
げ
、
ま
た
商
品
を
道
路
の

み
ぞ
の
上
に
な
ら
べ
た
り
し

連
し
、
産
業
交
通
観
光
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
の
整
備

拡
充
を
は
か
り
本
県
の
明

向

日
を
つ
く
る
基
盤
と
す
る
w

①
原
爆
二
十
五
年
を
記
念
し
一

復
興
し
た
郷
土
の
姿
と
、
一

長
い
伝
統
と
歴
史
を
有
す

る
本
県
の
特
性
を
広
く
紹

介
す
る
。

明朗(黄緑)=原爆被災より、たくまし

く復興した長崎県民の平和のねがいと、

スポーツによって培われる明朗性をあら

わす。

積極(朱)=古くから海洋に向って進出

した長時県民の進取の情熱と明日に向っ

て躍進する積極性をあらわす。

創造 (赤)=永い伝統と、文化を築き上

げた長崎県民の英知と、限りない創造力

をあらわす。

す
る
。

⑤
国
体
に
関

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
交
通
が
あ
ま
り
は

げ
し
く
な
い
か
ら
と
か
、

「
空
地
」
の
よ
う
な
場
所
だ
か

ら
支
障
は
な
い
だ
ろ
う
:
:
:

な
ど
と
い
う
考
え
が

い
け
な

い
の
で
す
。

市
土
木
課
で
は
、
道
路
監

理
員
を
任
令
し
市
民
が
正
常

に
道
路
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
指
導
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

軽い交通違反に

|金
ぜ、川J、，、

道
路
交
通
法
の
改
正
で
、

七
月
一
日
か
ら

「
交
通
反
則

通
告
制
度
」
が
全
国
い
っ
せ

い
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
警
察
本
部

長
が
軽
い
交
通
違
反
に
対
す

九

7月1日からー通告制度

る
反
則
金
の
納
入
を
違
反
現

場
で
通
告
す
る
制
度
で
、
通

告
を
う
け
た
人
は
、
決
め
ら

れ
た
期
日
ま
で
に

一
定
の
反

則
金
を
納
め
る
と
、
そ
の
交

通
違
反
に
つ
い
て
は
起
訴
さ

れ
ず
に
す
む
と
い

う
も
の
で
-

す
。
し
か
し
、
納
付
を
怠
り

ま
す
と
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り

裁
判
上
の
子
続
き
に
よ

っ
て

処
理
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
通
告
に
不
服
が
あ

る
場
合
は
裁
判
を
う
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
不
服
の
申
し
立

て
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
通
告
制
度
が
適
用
さ

れ
る
反
則
行
為
に
は
、
信
号

無
視
や
駐
車
違
反
、
追
越
し

違
反
、
通
行
区
分
違
反
な
、ど

比
較
的
に
軽
い
も
の
で
、
飲

酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な
ど

悪
質
な
、
も
の

に
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
通
告
制
度
を
実
施
す

る
こ
と
で
交
通
違
め
の
処
理

が
早
く
な
り
、
し
か
も
合
理

的
に

な
る
の
で
、
交
通
安
全

に
対
す
る
国
民
の
意
識
が
い

っ
そ
う
高
ま
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。


